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株式会社リンクアンドモチベーション 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社リンクアンドモチベーション（東証一部 2170、以下当社）の研究機関であるモ

チベーションエンジニアリング研究所は、慶應義塾大学 大学院経営管理研究科／ビジネ

ス・スクール 岩本研究室と共同で「エンゲージメントと企業業績」に関する研究を行いま

した。結果の概要は以下の通りです。 

 

① 「従業員エンゲージメント」向上は、「営業利益率」「労働生産性」にプラスの影響を

もたらす 

② 「エンゲージメントスコア」を経営の新たな指標に置き、向上に継続的に取り組むこ  

とが重要 

 

 

 

「働き方改革」の本質と「エンゲージメント」 

経済の成熟及び、労働人口の減少を背景に、日本において「労働生産性」の向上は喫緊

の課題となっています。こうした中、政府が推進する「働き方改革」が本格化しています

が、主な議論は労働時間の削減といった“効率”に 偏りがちです。「働き方改革」の本質

が、労働人口減少期にあっても競争力を失わない企業経営を目指すこととすれば、限られ

たリソースでいかに最大の“効果”を創出するかという点も、見落としてはなりません。 

そこで昨今注目が集まっているのが「従業員エンゲージメント」です。「従業員エンゲー

ジメント」とは、言いかえれば企業と従業員の 相互理解・相思相愛度合いのことです。 

しかし、その注目度に反して、「従業員エンゲージメント」を経営の重点課題に掲げ、具

体的な取り組みを行っている企業は未だ少ないのが実情です。その主な原因は、「従業員エ

ンゲージメント」向上がどの程度経営に影響するのか定量的な分析が不足していることに

あるのではないでしょうか。 

今回、弊社の「エンプロイーエンゲージメントサーベイ」のデータを活用し、慶應義塾

大学 大学院経営管理研究科／ビジネス・スクール 岩本研究室との共同研究にて、「エンゲ

ージメント」の経営への影響度を「営業利益率との相関」と「労働生産性との相関」の 2

つの観点から分析しました。 

 

 

 

◆エンプロイーエンゲージメントサーベイの概要 

社会心理学を背景に人が組織に帰属する要因をエンゲージメントファクターとして分類

し、（※1）従業員が会社に｢何をどの程度期待しているのか」、「何にどの程度満足している

のか」の 2つの観点で質問を行っています。その回答結果から「エンゲージメントスコア(以

下 ES)」、言うなれば「エンゲージメント」の偏差値を算出し、エンゲージメント・レーテ
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ィング（ER）として整理しています。（※2） 

 

（※1）エンゲージメントファクターの一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※2）エンゲージメントスコア（ES）と エンゲージメント・レーティング（ER） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆分析対象及び分析内容 

分析対象は、弊社で「エンプロイーエンゲージメントサーベイ」を実施した企業のうち、

有価証券報告書が公開されている上場企業 66社とし、「ES」と「営業利益率」「労働生産性」

との相関を分析しました。 

尚、労働生産性は様々な定義がありますが、本分析では「労働生産性」＝“従業員に支払

われる給与 1円あたりの正常収益額”としました。従業員 1人あたりの当期正常収益額（※

3）を平均給与額で割って算出し、その数値と｢ES｣の相関を分析しました。 

 

（※3）正常収益額：EBITDA。営業利益算出の際の費用分から、 

減価償却費を差し引いて算出される金額。 
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｢エンゲージメント｣がもたらす｢営業利益率｣｢労働生産性｣へのプラスの影響 

◆「エンゲージメント」と「営業利益率」 

「エンゲージメントが高いと営業利益は高まるのか」を、｢ES｣と｢営業利益率｣を用い

て分析した結果が下のグラフです。結果、両者には相関が見られ、｢ES１ポイントの上昇

につき、当期の営業利益率が 0.35％上昇する｣ことが分かりました。つまり、「エンゲー

ジメント」は営業利益率にプラスの影響をもたらすということです。 

加えて、｢翌四半期の営業利益率｣と｢ES｣の相関を見た結果、｢ES１ポイントの上昇につ

き、翌四半期の営業利益率が 0.38％上昇する｣ことも分かりました。この結果から、「じ

っくりと時間をかけて、効果を期待するもの」と考えられていた「エンゲージメント」

向上は、「比較的短期間で、実際に成果に寄与する」ということも言えそうです。 

 

 

【ESと当期の営業利益率との相関性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「エンゲージメント」と「労働生産性」 

続いて、｢エンゲージメントが高いと労働生産性は高まるのか｣を、｢ES｣と｢労働生産

性｣を用いて分析した結果が以下のグラフです。結果、両者には相関が見られ、｢ES１

ポイントの上昇につき、労働生産性(指数)が 0.035上昇する｣ことが分かりました。つ

まり、「エンゲージメント」は労働生産性にプラスの影響をもたらすということです。 

 

 

 

 

分析結果 

ia概要 

 



 

 

4 

 

 

【ESと労働生産性(指数)との相関性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営の新たな指標としての「エンゲージメントスコア」 

これまで｢エンゲージメント｣が経営にもたらす影響について、定量的な分析が不足して

いましたが、今回の分析で、｢ES｣の向上は「営業利益率」並びに「労働生産性」向上に寄

与することが分かりました。更に、「営業利益率」については｢翌四半期の営業利益率｣との

相関もあり、比較的短期間で成果に寄与することも分かりました。 

また、今回の分析は、現在の｢エンゲージメント｣状態の良し悪しに関わらず、｢エンゲー

ジメント｣を向上できれば、｢営業利益率｣｢労働生産性｣も向上するということが重要なポイ

ントです。 

つまり、｢ES｣の向上に継続的に取り組むことで、｢営業利益率｣｢労働生産性｣も継続的に

向上する可能性が高いといえます。このことは、企業経営において事業・商品サービス戦

略といった“商品市場”への適応に向けた取り組みだけではなく、「エンゲージメント」向

上、即ち“労働市場”への適応に向けた取り組みも重要な意味を持つということを示して

いるのではないでしょうか。 

 

 

 

  

■株式会社リンクアンドモチベーション グループデザイン室 広報・秘書ユニット 

TEL：03-6779-9494  FAX：03-6779-9408  Email：pr@lmi.ne.jp 

 

 

お問い合わせ先 

 

株式会社リンクアンドモチベーション  http://www.lmi.ne.jp/ 

■代表取締役会長：小笹芳央    ■資本金：13億 8,061万円  ■証券コード：2170（東証一部） 

■本社：東京都中央区銀座 6-10-1 GINZA SIX 12階 ■Tel：03-6779-9494（代表） ■創業：2000年 4月 

■リンクアンドモチベーショングループの事業構造 

・組織開発ディビジョン（コンサル・アウトソース事業、イベント・メディア事業） 

・個人開発ディビジョン（キャリアスクール事業、学習塾事業） 

・マッチングディビジョン（ALT配置事業、人材紹介派遣事業） 

・ベンチャー・インキュベーション 

終わりに 

ia概要 

 


